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和
歌
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所
長 

別
木 
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和
歌
山
保
護
司
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
か
ら
更
生
保
護
事
業
に
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
春
の
人
事

異
動
で
和
歌
山
保
護
観
察
所
に
転
任
し
て
参
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
７
年
は
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ
れ
る
初
年

で
あ
り
、
刑
事
政
策
に
お
け
る
節
目
の
年
と
言
え
ま

す
。
拘
禁
刑
は
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
を
目
的
と
し
て

お
り
、
矯
正
施
設
に
お
い
て
受
刑
者
の
特
性
に
応
じ

た
処
遇
や
社
会
復
帰
に
向
け
た
指
導
が
行
わ
れ
、
刑

事
政
策
の
ア
ン
カ
ー
を
務
め
る
保
護
司
に
改
善
更
生

の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
更
生
保
護
は
、
こ

の
バ
ト
ン
の
重
さ
を
受
け
止
め
対
象
者
と
一
緒
に
ゴ

ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
７
年
度 

和
歌
山
保
護
司
会 

通
常
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

和
歌
山
保
護
司
会
会
長 

小
川 

史
乘 

令
和
７
年
度 

和
歌
山
保
護
司
会
通
常
総
会
が

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
『
多
目
的
ホ
ー

ル
』
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
ご
来
賓
の
佐
藤
副
市
長

か
ら
和
歌
山
市
長
感
謝
状
が
５
名
の
方
々
に
贈

呈
さ
れ
、
そ
の
後
、
堂
坂
総
務
部
会
長
の
司
会
の

も
と
上
程
さ
れ
た
全
議
案
に
つ
い
て
、
ご
審
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

各
担
当
部
会
長
並
び
に
角
田
事
務
局
長
よ
り
、

各
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
最
後
に
、
角
田
事
務
局
長
よ

り
第

75

回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の
７

月
強
調
月
間
に
つ
い
て
の
報
告
・
連
絡
事
項
の
説

明
が
有
り
、
樫
畑
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
総
会

を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

選
出
さ
れ
ま
し
た
新
役
員
一
同
、
更
生
保
護
制

度
の
一
層
の
充
実
発
展
と
『
犯
罪
や
非
行
の
な
い 

安
全
で
安
心
で
き
る 

明
る
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
』
を
目
指
し
努
力
を
致
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

議長は長坂隆司保護司 
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令和７・８年度和歌山保護司会新役員名簿 

 

会 長 小川  史乘 （統括）   理 事 初田  隆生 （協力組織部担当） 

副会長  樫畑  直尚 （協力組織部担当） 理 事  波多野 正藏  （総務部 部会長） 

副会長  得津 壽美代 （犯罪予防活動部担当） 理 事 島  由佳子  （研修部 部会長） 

副会長  林    功  （研修部担当）       理 事  海野  佳広  （犯罪予防活動部 部会長） 

事務局長 角田  秀樹  （総務部担当）     理 事 平田  良子  （協力組織部 部会長） 

理 事 鈴木  啓司 （研修部担当）  監 事  野嶋  廣子 （北支部） 

理 事  中村  咲子  （犯罪予防活動部担当）       監 事  岩坪 華容子  （東支部）   

 

鈴木    啓司 （東支部） 

中西    弘次 （東支部） 

西川    綾子 （東支部） 

貝尻    二美 （西支部） 

波多野 正藏 （西支部） 

薮   有子 （西支部） 

岩本      章 （南支部） 

関根    久夫 （南支部） 

総会で贈呈式が行われ、出席者が見守る中、副市長より受賞

者一人ひとりに市長感謝状が手渡されました。会場は祝福の拍

手につつまれ、晴れやかな受賞式となりました。 

 

２年間よろしくお願いいたします  
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和歌山保護観察所 春の人事異動 

着任 

氏 名 転出先（新官職） 

豊島  浩文  中国地方更生保護委員会 （第三部次席委員）  

川瀬   厚                                      奈良保護観察所     （統括保護観察官） 

曾澤 由希子 大津保護観察所     （統括社会復帰調整官） 

酒谷  欣弥 大阪保護観察所     （企画調整課長補佐） 

小田  千穂 近畿地方更生保護委員会 （保護観察官） 

水野  柚香 大阪保護観察所        (保護観察官) 

福丸  若菜 神戸保護観察所     （保護観察官） 

中村  藍里 交野女子学院      （法務教官専門官） 

世古口 夏実 近畿地方更生保護委員会 （法務事務官） 

 

転出 

鈴
木  

健
二
郎 

（
保
護
観
察
官
） 

 

川
谷 

千
加 

（
保
護
観
察
官
） 

安
東 

睦
美 

（
保
護
観
察
官
） 

森 

大
輝 

（
保
護
観
察
官
） 

水
野 

未
央 

（
保
護
観
察
官
） 

 

長
友 

彩
綾
夏 

（
法
務
事
務
官
） 

森
本 

一
成 

（
統
括
社
会
復
帰 

調
整
官
） 

竹
内 

昭
之 

（
統
括
保
護
観
察
官
） 

こ
の
度
、
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会

か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
和
歌
山

の
み
な
さ
ま
と
の
関
係
を
大
切
に
し
、
更

生
保
護
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
名
古
屋
保
護
観
察
所
か
ら
異

動
と
な
り
統
括
社
会
復
帰
調
整
官
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
で
の
勤
務
経

験
が
な
く
、
ま
た
、
管
理
職
と
し
て
も
初

任
の
勤
務
地
と
な
り
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
、
和

歌
山
県
の
更
生
保
護
行
政
の
発
展
の
た
め

に
力
の
限
り
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
御
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

保
護
観
察
官
と
し
て
の
勤
務
は
初
め

て
で
、
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
大
阪
保
護
観
察
所
か
ら
転

任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
和
歌
山
勤
務
、
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

前
所
属
は
松
山
（
愛
媛
）
、
出
身
は

九
州
（
長
崎
）
、
そ
し
て
、
和
歌
山
へ

と
辿
り
着
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
ま
で
は
、
社
会
復
帰
調
整
官

と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
２
年

ぶ
り
の
保
護
観
察
官
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
て
、
和
歌
山
に
来
ら
れ
た
の
も
何

か
の
御
縁
と
は
思
い
ま
す
の
で
、
地
域

の
一
員
と
し
て
、
貢
献
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 

本
年
４
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
和
歌
山
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
、
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
県
内
で
お
勧
め
の
観
光

地
・
グ
ル
メ
な
ど
も
ご
教
示
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。 

 

岡
山
県
か
ら
参
り
ま
し
た
。
和
歌
山

県
の
更
生
保
護
行
政
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

御
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

こ
の
度
、
新
規
採
用
に
よ
り
和
歌
山

保
護
観
察
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
未

熟
な
点
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

お世話になりました 

今年４月に８名の方が着任されました。着任のごあいさつを 

ご紹介します。 

また９名の方が転出されました、お世話になりました。 
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各支部総会・第 1 期地域別定例研修 
各支部総会が開催され、各支部選任された議長により

議事が進行されました。 
今年度は令和 7 年・8 年度の役員改選もあり、新たな

スタートとなりました。 

 

研修テーマ：犯罪被害者の思いに応える更生保護の 

推進について 

「ピースウォーク」を共に開催している「熊野古道」を

世界遺産に登録するプロジェクト準備会の皆さんと一緒

に 5 月１１日大阪・関西万博関西パビリオン和歌山ゾー

ンで熊野古道の魅力を発表すると共に、和歌山県内で４

月１７日に点灯されたイエローライトアップの写真をモ

ニターで展示し更生保護についての説明も行いました。 

当日は、日曜日とゆうことで和歌山ゾーンには２５００

名を超える世界中からの方がお越しになられました。 

★和歌山市で定例的に開催されている誰でもが参加でき

る BBS の活動に是非ご参加いただけませんか。 

①毎月第１日曜日は、９時に和歌山城歴史館前に集合し

て和歌山城のごみゼロ活動を１０時までしています。お

車のときは市役所よこの市営駐車場の駐車券をお渡しし

ています。 

②毎月第２第４金曜日は、２１時にぶらくり丁の「たむら

呉服店」前に集合し新内を通って和歌山駅を周り２３時

頃にぶらくり丁にもどる「夜回り運動」をしています。 

③毎月第２第４金曜日は、19 時 30 分～23 時迄「相談電

話」の聴き人を和歌山市内でしています。 

★7 月の社明の強調月間の活動について 

第１日曜日は午後 13時半から和歌山県立博物館２階学習

室で社明講演会「紀州の忍術で社会を明るく」を開催しま

す。 

７月の第２金曜日の夜回り運動は集合を１時間早くして

２０時から夜回りしながらごみゼロ活動をしています。 

 

 

 

 

 

７月の第４金曜日の１９時からは、社明映画会として県

立近代美術館の壁面にアニメ映画「いなむらの火」の上

映をしています。 

12 月 31 日大晦日は、和歌山城南にある「岡山の時鐘堂」

で２３時から社会を明るくする運動の幟を立てて和歌

山ユネスコ協会さんと薬物乱用防止啓発を兼ねて「大晦

日の鐘を鳴らそう！」をしています。 

★これからこどもたちと始めること 

10 月からは、岡崎の交通講演で日曜日の午前中「こども

音楽会」を始めます。 

以上です。引き続きよろしくお願いいたします。 

   高垣晴夫 

 

和歌山市 BBS 会よりお知らせ 

関西パビリオン和歌山ゾーン会場の様子 
（司会は保護司で歌手でもある山口智世さん） 

 

ロケット「カイロス」 
モニュメント 那智勝浦町 

 

保護司のキャラクター
「クジラ」太地町 
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      和歌山城公園内、和歌山城ホール、田辺市役所、御坊市所、 

那智勝浦町ロケットモニュメント（旧町立浦上小学校）、 

太地町くじらのモニュメント 

    「幸せの黄色い羽根」は、犯罪のない 

       幸福で明るい社会を願うシンボルです。 

“社会を明るくする運動“和歌山県推進委員会 

7 月中は 

次の場所でイエローライトアップを実施します。 
 

“社会を明るくする運動”

イエローライトアップ 
7 月は、 
“社会を明るくする運動“強調月間です 
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俳 句 教 室 作 品 

第 75 回〝社会を明るくする運動〟 

●JR和歌山駅頭啓発 

日時：令和７年７月 1日（火） 

場所：JR 和歌山駅頭 

受付：AM7:00～わかちか広場にて 

広報活動：AM7:30～ 

メッセージ伝達式：AM8:00～ 

●啓発グッズ・ポスター等 

和歌山保護司会から各支部へ啓発グッズをお渡ししています 

●作文コンテスト 

中学校担当保護司を中心に小中学校へ直接チラシ等を持参して

いただき、応募依頼を行っていただきます 

＊各支部長・各支部犯罪予防活動部長へお問い合わせください 

 

 

  

我
が
家
の
庭
の
紫
陽
花
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
よ
う

な
緑
色
の
蕾
を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
向
日
葵

も
咲
き
始
め
る
事
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
向
日
葵
が
咲
き
始
め
る
と
、
「
社
明
」
。 

保
護
司
に
と
っ
て

7

月
は
熱
い
！
暑
い
！
季
節
。 

JR

の
駅
頭
広
報
活
動
を
始
め
地
域
で
の
活
動
が
待

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
お
身
体
に
無
理
の
無
い
範
囲

で
ご
活
躍
を
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 T
.S

. 

 

編 

集 

後 

記 

 「社会を明るくする運動」の強化月間である 7 月に先

駆けて、４月 8 日（火）和歌山市秋月にある「日前宮」

境内で、新南・宮・太田地区保護司による街頭啓発活動

を行いました。 

 当日は午後６時３０分から、日前宮神楽殿で薪能（た

きぎのう）が行われ、開演前の午後５時２０分から約３

０分間、３本の幟を立てて、来場者に啓発物品（ティッ

シュペーパー、ウエットティッシュ）を配布しました。 

明
易
や
夢
の
扉
を
叩
く
雨 
 
 
 
 
 
 

森 

幸
子 

夜
桜
や
響
く
鼓
と
舞
ふ
子
猿 

 
 
 
 
 

浅
川 

美
香 

筍
掘
り
穂
先
見
定
め
鍬
入
れ
る 

 
 
 
 

大
竹 

有
美 

初
孫
の
寝
顔
に
似
た
り
柏
餅 

 
 
 
 
 

乙
井 

八
重
子 

わ
ら
べ
地
蔵
笑
ひ
て
お
り
し
梅
雨
入
り
前 

 

小
西 

健
之 

掘
り
上
げ
し
筍
見
せ
る
子
の
奇
声 

 
 
 

坂
本 

記
美
子 

し
な
や
か
に
風
の
意
の
ま
ま
若
楓        

 

坂
本 

漸 

う
ら
ら
か
や
土
手
を
ゆ
る
り
と
老
夫
婦 

 

杉
谷 

睦
夫 

潮
風
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 

得
津 

壽
美
代 

釣
人
の
魚
籠
ご
と
動
く
桜
鯛 

 
 
 
 
 

中
村 

咲
子 

 
 
 
 
 
 

選
者 

 

「
森 

幸
子
」 

お 知 ら せ  

＊5時の時点で警報が出ている場合は中止です 

 


